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第 13 回 邑楽町農業委員会総会議事録

１．開催日時 令和６年７月９日（火）午後３時００分～３時４０分

２．開催場所 邑楽町役場 ２０１会議室

３．出席委員 １０人

１番 金子 節夫

２番 島田 信成

３番 中野 文子

４番 髙田 洋子

５番 齋藤 澄博

６番 横山 宏

７番 松島 章倫

８番 横山 正行

９番 中村 政五郎

１０番 小林 修

４．事務局 事務局長 金井 孝浩 課長補佐 國府田 諭

専門主任 齊藤 利光

５．議事日程

第１ 議事録署名委員の指名について

第２ 議案

第３８号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

第３９号 非農地判断について

第３ 報告

第１４号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出について

６．会議の概要

会長（横山）

事務局長(金井)

会長（横山）

それでは只今から、第１３回邑楽町農業委員会総会を開会い

たします。事務局より出席状況の報告を願います。

只今の出席委員数は、１０名で御座います。

事務局の報告の通り、本日出席の委員は１０名です。農業委

員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、在任委員の

過半数が出席をしておりますので、第１３回邑楽町農業委員会

総会が成立したことを宣言します。

＜会長挨拶＞
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事務局(國府田)

会長（横山）

７番（松島）

会長（横山）

これより議事に入ります。議事日程第１、議事録署名委員の

指名については、総会会議規則第２５条第２項の規定により、

議席番号５番齊藤澄博委員、議席番号６番横山宏委員を指名い

たしますので、ご了承をお願いします。

議案第３８号、農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついてを議題とします。１番について事務局より説明を願いま

す。

議案書２ページをご覧ください。議案第３８号、農地法第５

条第１項の規定による許可申請について。次の通り、農地法第

５条第１項の規定による許可申請があったので、意見の決定を

求めます。令和６年７月９日、邑楽町農業委員会会長、横山正

行。

番号 1 番、譲受人、譲渡人、土地の表示につきましては議案

書記載の通りです。申請理由は、「私は個人事業主として古物

商を営んでおり、古物市場で購入した物品を置くための用地を

探していたところ、本件土地に関して売買の話がまとまったの

で申請するものです。」とのことです。

転用目的は「露天資材置場用地（売買）」です。施設の概

要、着工年月日及び完了年月日につきましては議案書記載の通

りです。資料につきましては、１ページから４ページを参照し

てください。以上です。

事務局の説明が終わりました。この件に関しましては、現地

調査が行われておりますので、担当委員から報告をお願いいた

します。

７番松島章倫委員

７番松島です。７月４日、３班と事務局で現地確認を行いま

した。申請地は大字秋妻字下川原地内、案内図は資料１ペー

ジ、付近状況図は２ページを参照してください。申請地は足利

行田線から矢場川沿いに西に２３０メートルほどの所にあり、

その他第二種農地で、農地としては不向きな農地でした。３班

として申請地や周辺農地の状況などを総合的に判断した結果、

許可相当との結論に達しました。以上、現地確認の報告としま

す。委員の皆様の慎重審議をよろしくお願いいたします。

担当委員からの現地調査の報告が終わりました、これより質

疑に入ります。この件に関して質疑のある方は挙手をお願いし

ます。

（挙手なし）
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事務局(國府田)

会長（横山）

９番（中村）

会長（横山）

無いようですので、質疑を打ち切り採決を行います。この件

について賛成の方は挙手をお願いします。

（挙手全員）

挙手全員、よって本件は原案の通り可決し、許可相当という

意見を付して県知事に送付することに決定いたしました。

２番について、事務局より説明を願います

番号２番。譲受人、譲渡人、土地の表示につきましては議案

書記載の通りです。申請理由は「当社は、現在所有の隣接地を

建築資材の置場にて使用しておりますが、現状の敷地内にて手

狭になり、仮囲いを越える高さまで材料が積み上がっており、

近隣住宅へご迷惑をかけてしまっているため、隣地所有者へ相

談を行った際に、敷地の一部であれば検討する旨の答えを頂い

たため申請します。」との事です。転用目的は「露天資材置場

用地（売買）」です。施設の概要、着工年月日及び完了年月日

につきましては議案書記載の通りです。資料につきましては、

５ページから８ページを参照してください。以上です。

事務局の説明が終わりました。この件に関しましては、現地

調査が行われておりますので、担当委員から報告をお願いいた

します。

９番中村政五郎委員

９番中村です。７月４日、３班と事務局で現地確認を行いま

した。申請地は大字鶉新田字内ノ原地内、案内図は資料の５ペ

ージ、付近状況図は６ページを参照してください。申請地は邑

楽町多々良沼公園より西へ３００メートル程のところにあり、

その他の第二種農地と判断されます。３班として申請地や周辺

農地の状況等を総合的に判断した結果、許可相当との結論に達

しました。以上、現地確認の報告とします。委員の皆様の慎重

審議をよろしくお願い致します。以上です。

担当委員から現地調査の報告が終わりました、これより質疑

に入ります。この件に関して質疑のある方は挙手をお願いしま

す。

（挙手なし）

無いようですので、質疑を打ち切り採決を行います。この件

について賛成の方は挙手をお願いします。
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事務局(國府田)

（挙手全員）

挙手全員、よって本件は原案の通り可決し、許可相当という

意見を付して、県知事に送付することに決定いたしました。

ここで暫時休憩致します。

審議を再開致します。

議案第３９号非農地判断についてを議題とします、１番につ

いて事務局より説明を願います。

議案第３９号、非農地判断について。次の通り、非農地判断

を行うか審議の決定を求めます。令和６年７月９日、邑楽町農

業委員会会長、横山正行。議案書３ページをお開きください。

それと、追加資料で今回用意しております航空写真（周辺状

況）と書いてある航空写真をご覧頂きながらお願いを致しま

す。今回判断を行う当該地の状況で御座います、先ず、立地と

しては、東側は山林と境内地、西側は通行量が非常に多い県道

足利行田線、南側はＪＡ邑楽館林ミートセンターと、三方向農

地以外に囲まれておりまして、北側のみ農地が約１ヘクタール

弱と小規模の連反性がある状況で、農地区分はその他農地の第

二種農地と判断される所です。追加資料の一番頭をご覧頂けま

すでしょうか、「非農地判断実施要領」で御座いますが、平成

３０年５月に定めた「非農地判断実施要領」では非農地判断す

る農地については、その実施要領の２「非農地とする農地」と

書いてある所で御座いますが①から③まで御座います、①過去

１年以上農地として利用されていない、②所有者もしくは耕作

者によって保全管理がされていない、③現況が「山林」「池

沼」「原野」など、農地と判断できない状態にある。この３つ

全て満たすものと定められている所です。

今回の該当地につきましては、まず①、別添資料の一番最後

のページをご覧頂きたいと思います、地理院地図１９８４－１

９８６と書いてある所です。ご覧いただけます通り、こちら年

代的にはおおよそ４０年前から農地として使われていない状

況、山林状態でありまして、国土地理院のホームページからの

航空写真で確認出来る、ちなみにこの写真は国土地理院のホー

ムページからデータをダウンロードしたものです。この航空写

真によって確認が出来る所です。よって①を満たします。現

況、この場所はもう農地として保全管理がなされておりませ

ん、よって②を満たします。③がご覧いただければおわかりに

なるところ現況が山林状態という所で、③を満たします。基準

については全て満たすと思われます。また当該地は、先ほども

申し上げましたが農地の連反性としては、北側に１ヘクタール

未満の小規模の連反性がある第二種農地。東側は山林と境内
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会長（横山）

事務局(國府田)

地、西側は通行量が非常に多い県道足利行田線、南側がＪＡ邑

楽館林ミートセンターと、三方向農地以外に囲まれた、他には

例の無い状況といった所、そして、第二種農地と先ほど申し上

げた所ですが、要領で定められた非農地判断すべき優先順位は

２位ではありますが、こういった状況から、第二種農地の中で

も小規模の生産性の低い農地としての位置づけと考える事が出

来ると思われます。以上を総合的に判断した結果、当該地につ

いては他にはない、ある意味特殊な状況下に位置しており、他

と比較にならず、ここを非農地判断しても他に影響する恐れは

低いと思われます。よって、今回、非農地判断をするにあたっ

て、特段問題となる点は、現状無いと思われます。

以上、委員の皆様の慎重審議をお願いいたします。

事務局の説明が終わりました、これより質疑に入ります。こ

の件に関して質疑のある方は挙手をお願いします。

（挙手なし）

無いようですので、質疑を打ち切り採決を行います。この件

について賛成の方は挙手をお願いします。

（挙手全員）

挙手全員、よって本件は原案の通り可決し、所有者及び関係

各所へ非農地通知することに決定いたしました。

報告第１４号、農地法第５条第１項第６号の規定による農地

転用届出についてを議題とします。１番から２番まで事務局よ

り一括して報告をお願いします。

議案書４ページをご覧下さい。報告第１４号。農地法第５条

第１項第６号の規定による農地転用届出について。次の通り農

地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出があったの

で、報告します。令和６年７月９日、邑楽町農業委員会会長横

山正行。

番号１番。譲受人、譲渡人、土地の表示につきましては議案

書記載の通りです。転用目的は、「一般住宅用地（売買）」、

施設の概要、着工年月日及び完了年月日につきましては議案書

記載の通りです、資料につきましては１１ページを参照して下

さい。

続いて、番号２番。譲受人、譲渡人、土地の表示につきまし

ては議案書記載の通りです。転用目的は、「土地分譲用地（売

買）」、施設の概要、着工年月日及び完了年月日につきまして

は議案書記載の通りです、資料につきましては同様に１１ペー

ジを参照して下さい。
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会長（横山）

以上、報告といたします。

以上で本日予定された議案の審議は、すべて終了いたしまし

た。これで第１３回邑楽町農業委員会総会を閉会します。

上記の会議顛末は書記が記載したものです。その内容に

ついて相違なきことを証するため署名捺印します。

令和６年７月９日

邑楽町農業委員会 会長

委員

委員


